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１．１．研究の目的と意義研究の目的と意義

• 高密度な都市鉄道網を有効活用するための施策と、
その評価方法の提案

①新たな都市鉄道計画支援システムの提案

・Door to Door の視点の重視(100mメッ

シュ）

・LOSデータ、特に乗換え時・ｱｸｾｽ時負担の

ノード・リンク作成方法、工夫

・乗換え時間予測ｼｽﾃﾑの実装

・GIS、グラフィック技術を駆使(代替案検討、

説明責任）
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１．１．研究の目的と意義研究の目的と意義

• 高密度な都市鉄道網を有効活用するための施策と、
その評価方法の提案

②実用性の高い経路選択モデルの提案

・経路の類似性、重複度の考慮

・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝへの評価ツール

特に、ｱｸｾｽ・ｻｰﾋﾞｽ／乗換え駅上下・水平

移動負担、混雑

③確率的均衡経路配分の提案

• 鉄道ｻｰﾋﾞｽ改善方策を検討するためのﾏｰｹﾃｲﾝｸﾞ
調査への応用を期待。
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１．１．研究の目的と意義研究の目的と意義

• 例えば、利用者の置かれている環境・負荷によって
大きく異なる時間価値が評価可能

乗車中の時間 18円/分＝1,080円/時

水平移動時間 35円/分＝2,100円/時

上り移動時間 130円/分＝7,800円/時

下り移動時間 109円/分＝6,540円/時

乗換待ち時間 50円/分＝3,000円/時
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人口構成の動向と人口構成の動向と
高齢者・女性就業者を対象とした高齢者・女性就業者を対象とした
「都市鉄道アンケート」の概要「都市鉄道アンケート」の概要

１．急激に進む高齢化と高齢者・女性の就業（東京都）

凡例

男子総数 男子就業者数 女子総数女子就業者数 注）1975年及び2000年は「国勢調査」より作成、2030年は「都道府県の将来
人口推計」（平成14年3月、国立社会保障・人口問題研究所）より作成
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人口構成の動向と人口構成の動向と
高齢者・女性就業者を対象とした高齢者・女性就業者を対象とした
「都市鉄道アンケート」の概要「都市鉄道アンケート」の概要

１．急激に進む高齢化と高齢者・女性の就業（一都三県）

凡例

男子総数 男子就業者数 女子総数女子就業者数

注）1975年及び2000年は「国勢調査」より作成、2030年は「都道府県の将来
人口推計」（平成14年3月、国立社会保障・人口問題研究所）より作成

一都三県（1975年）
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0～39歳,
68%

15～39
歳, 60%

60歳～,
6%

40～59
歳, 34%

60歳～,
8%

40～59
歳, 32%

15～39
歳, 59%

人口 就業者

0～39歳,
53%

40～59
歳, 29%

60歳～,
19%

60歳～,
23%

40～59
歳, 28%

0～39歳,
49%

15～39
歳, 45%

40～59
歳, 42%

60歳～,
13%

60歳～,
11%

40～59
歳, 41%

15～39
歳, 48%

人口 就業者
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0～39歳,
35%

15～39
歳, 33%

40～59
歳, 44%

60歳～,
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人口構成の動向と人口構成の動向と高齢者高齢者・女性就業者を対象とした・女性就業者を対象とした
「都市鉄道アンケート」の概要「都市鉄道アンケート」の概要
２．インターネットアンケート調査対象者

•居住地：都心10区を除く１都３県

7.09%

4.66%

3.04%

2.94%

8.00%

8.21%

7.60%

1.72%

5.37%

6.28%

9.22%

4.15%

5.88%

3.14%

22.70%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

JR東海道線・横須賀線

JR中央線

JR宇都宮線・高崎線

JR常磐線

JR総武線・京葉線

東武鉄道

西武鉄道

京成電鉄

京王電鉄

小田急電鉄

東京急行電鉄（東急）

京浜急行電鉄（京急）

東京メトロ

都営地下鉄

その他（　　　　線）

• 就業地：東京都心(山の手線内)
• 年齢：男性(40歳以上、約500サンプル)、女性就業者(30、40代中心、500
サンプル）
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00

２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.12.1 現状現状

① 通勤実態⇒就業形態の多様化

• 勤務日数は、週5日か？
• 通勤時の所要時間は？
• 定時退社はどの程度？

5日以上
87%

5日未満
13% ～17:00

13%

～20:00
69%

20:00以降
18%～30分

41%

～60分
43%

60分以上
16%

勤務日数 通勤所要時間 退社時刻
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.12.1 現状現状

② 通勤経路

• 所要時間以外に何が選択理由？
• 通勤時の負担感は、所要時間の長さ？

0 50 100 150 200 250 300 350

所要時間が短いから

本数が多いから

乗り換えがないから・あるいは便利だ

から

座れるから

運賃が安いから

終電が遅いから

途中で買い物などができて便利だから

立ち寄るところが多いから

その他

男性

41～50歳以下

51～60歳以下

61歳以上

37.69%

15.60%

47.32%

20.47%

24.52%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家から駅までの移動

乗車駅での昇り降り

車内で座れないこと

乗車中の時間の長さ

途中での乗り換え

経路選択理由 通勤途上の負担感
（件）
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.12.1 現状現状

② 通勤経路

• 往復で経路は違う？その理由は？

往路／復路の違い その理由

3.08%

1.08%

3.08%

7.08%

0.77%

2.15%

42.00%

34.77%

6.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

所要時間が短いから

本数が多いから

乗り換えがないから・あるいは便利だから

座れるから

運賃が安いから

終電が遅いから

途中で買い物などすることが多いから

商談、人に会う等、立寄先から直帰することが

多いから

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

毎日

1回／週以上

1回／週以下

一切無い
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.12.1 現状現状

② 通勤経路

• 勤務日数、往復で経路が違う中で、定期券の利用
状況は？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1ヶ月定期を使っている

3ヶ月定期を使っている

6ヶ月定期を使っている

定期を使わずICカード（suica等）を使っている

定期を使わずプリペードカード（オレンジカード、パスネット等）

定期を使わず現金で切符を買っている

その他

5日未満 5日以上
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.22.2 今後、期待されるサービス改善今後、期待されるサービス改善

①サービス改善希望

•所要時間5分短縮より、望まれるｻｰﾋﾞｽ改善？
0% 20% 40% 60% 80% 100%

待ち時間が2～3分

必ず座れること

乗り換えなく目的地に行けること

車内でインターネットや電子メールの送受信などができること

駅構内で上下、水平移動が楽になること

買い物やその他の用事を駅構内や駅周辺で済ませられること

安心して利用できること（乱暴や痴漢などに遭わないこと）

運賃が安いこと

駅前広場に駐車場、駐輪場が十分に整備されている

その他

1位 2位 3位
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.22.2 今後、期待されるサービス改善今後、期待されるサービス改善

①サービス改善希望

• 高質なｻｰﾋﾞｽへの支払意思額は？
例えば着席に対して

許容待ち時間 許容支払額

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～30分

～60分

60分以上

所
要
時
間

待ち時間

待てない

5分以内

10分以内

10分以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～30分

～60分

60分以上

所
要
時
間

支払額

0円

100円

～200円

～300円

300円以上
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.22.2 今後、期待されるサービス改善今後、期待されるサービス改善

②60歳以上の就業者の希望居住地とその理由？

居住希望路線
距離帯

12.77%

28.47%

15.10%

37.28%

32.12%

5.57%

9.73%

14.79%

35.56%

5.67%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

特急、急行などの速達列車が走っているから

運行本数が多いから

乗り換えなしで目的地まで行けるから

いろいろな路線に接続していて便利だから

都心の繁華街に行くのに便利だから

混雑が激しくなく座れるから

運賃が安いから

駅周辺・駅構内が便利

沿線（または路線）のイメージが良い（愛着があ

る）から

その他

17.02%

30.70%
31.21%

21.07% 10km以内

～20km以内

～30km以内

30km以上

その理由
0 50 100 150 200 250

JR東海道線・横須賀線

JR中央線

JR宇都宮線・高崎線

JR常磐線

JR総武線・京葉線

東武鉄道

西武鉄道

京成電鉄

京王電鉄

小田急電鉄

東京急行電鉄（東急）

京浜急行電鉄（京急）

東京メトロ

都営地下鉄

その他（　　　　線）

すんでいる すみたい
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.32.3 まとめまとめ((都市鉄道の有効活用に向けて）都市鉄道の有効活用に向けて）

①高齢化、女性の社会参加、就業を支えるための

鉄道サービスの高質化

⇒ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰからﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝへの転換

・着席可能性の向上、途中駅での始発列車

接続情報の提供(特に遠距離利用者、高齢

者等）

・乗継利便の改善(相直、同一ホーム乗換え、

上下移動対策 等）

・駅舎、車両内犯罪の防止等

⇒高質化されたサービスへの料金設定の弾力化
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.32.3 まとめまとめ((都市鉄道の有効活用に向けて）都市鉄道の有効活用に向けて）

②就業する高齢者、女性・共稼ぎ世帯等の住替え需
要を対象とした鉄道沿線・駅周辺への回帰施策の
展開

⇒日常生活動線上にある駅空間、駅周辺環境の

生活利便性の改善

・連続立体交差化等を契機とした駅舎リニュー

アル・高度利用、駅広整備、駅周辺再開発

・各種公共ｻｰﾋﾞｽ、商業施設の充実
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２．２．都市鉄道サービスの今後について都市鉄道サービスの今後について
2.32.3 まとめまとめ((都市鉄道の有効活用に向けて）都市鉄道の有効活用に向けて）

②就業する高齢者、女性・共稼ぎ世帯等の住替え需要を対象
とした鉄道沿線・駅周辺への回帰施策の展開

⇒沿線情報、鉄道サービス情報の公表を通した

居住地選択支援

・高質サービス情報：区間別混雑度情報のみならず

着席可能性、始発駅と運行頻度情報、女性専用車両・・

・駅・沿線情報(居住環境、駅周辺ｻｰﾋﾞｽ、・・・）
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３．おわりに３．おわりに((質問）質問）

①混雑度、着席可能性に係る評価のあり方

・高齢者、女性等個人属性による違いの検討状況

・乗車中時間が長くなるほど指数関数的に負担増？

-99ﾏﾆｭｱﾙ、本研究では時間に比例

(時間×混雑度の２乗）

②乗継利便、料金抵抗に係るICカードの影響

③駅周辺等での日常生活サービスの集積度の経路選
択への影響程度は？ ﾓﾃﾞﾙへの反映可能性は？

④開発された都市鉄道計画ｼｽﾃﾑの住替え需要、居住
地選択予測への適用可能性は？
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ご静聴ありがとうございました・・・。


